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1 ．はじめに

承知の通り，「ティーチング（Teaching）」

と「コーチング（coaching）」については，こ

れまで多くの議論がなされ，各分野，領域にお

いて十分な研究が行われている。特にスポーツ

の分野においては，その研究の発展は目覚まし

く，今やコーチング理論なしにスポーツの発展

はないといっても過言ではない。スポーツにお

ける「コーチング」の基本的な考え方を『最新

スポーツ科学事典』（2006）に求めると，次の

ように述べられている。

「コーチングとは，単にスポーツの仕方を

「教える（ティーチング）」のみならず，その技

能の卓越を目指して「訓練（トレーニング）し，

目標の達成を目指して「統率（リード）してい

く一連の行為（プロセス）である」1 ）

ここからもわかるように，一般的には「ティー
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チング」は対象者に「教え込む（注入する）」

のに対し，「コーチング」は「引き出す」ある

いは「リードする」というイメージで解釈さ

れている。しかし，突き詰めて考えていくと，

ティーチングとコーチングはこのような二律的

に行われているのではなく，相互に関連しなが

ら多様な作用をもたらしている。たとえば，学

校の教師は基礎学力を身に付けさせるための

「ティーチング」の行為を行っていると同時に，

子どもたちが身に付けた知識を実践へ導くため

の「コーチング」の行為も行っている。さらに

いずれも別々の場面で活用されるものというこ

とではなく，場合によっては同場面で両方の行

為を併用しなければならないこともあろう。

このようにティーチングとコーチングに関す

る議論や活用法の研究が盛んに行われている一

方，さらに類似の概念が登場し，日本にも導入

された。1990年初頭，新たな人材育成法，ある

いは指導法として注目されるようになってき

たのが「メンタリング（Mentoring）」である。

わが国においては導入当初は主に企業の新人教

育に活用されてきた。新入社員がより早く,所

属する会社の雰囲気や文化,伝統などを理解し,

仕事のノウハウを覚え，一人前の社員として有

意義に働けるようにするものである。特に日本

において「メンタリング」というと，一般的に

このような企業内での人材育成と捉えられがち

であったが，近年では企業内にとどまらず，行

政機関や教育機関においても導入されている。

しかしながら，日本においてメンタリングが

十分に議論され，正しく理解されているとは言

い難い。またその手法や人材育成の観点からも

コーチングと非常に類似した概念であることは

先にも述べた。そもそもメンタリングとコーチ

ングは何は違うのか，関連性はあるのか，ある

いは相互作用があるのか。いずれも我が国にお

いてこれまでに十分に検討されてきてはいない。

これらの検討課題に対し，本稿では英国に着

目したい。メンタリングに関する近年の英国の

政策的発展は非常に評価も高く，日本の現状に

示唆を与えてくれるものになろう。英国のメン

タリングとコーチングに関する現状と理論を検

討することで，今後の日本におけるメンタリン

グ，コーチングの在り方を考察する。

なお，本稿において英国とは，イングランド

とウェールズを指すものとする。

2 ．コーチングとメンタリング

2 － 1 ．�スポーツ・コーチからマネジメン
ト・コーチへ

コーチングがスポーツ界を中心に発展し，現

代においてはその手法があらゆる場面，特にマ

ネジメントを必要とする場面で活用されている

ことは周知のことであろう。スポーツ・コーチ

ングからマネジメント・コーチングへの変化を，

英国を例に述べる。

Parsloeら（2009）2 ）は，英国において人気を

博していたジョン・ホワイトモワというカー

レースのチャンピオンやオリンピックメダリス

トであるデイビット・ハーメリー，さらにはオ

リンピックでホッケーのコーチを担当したデイ

ビット・ホワイテーカーらを取り上げ，スポー

ツ選手によるビジネス・マネジメント転向の

様子を述べている。スポーツ選手であった彼ら

は，スポーツで培ったコーチング技術を，ビジ

ネス・マネジメントの場へと移し，コーチング

を有効に活用したのである。よく用いられる言

い回しとして「スポーツ・コーチからカリス

マ・マネジメント・コーチへ」という言葉があ
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り，それはまさに彼らのような人物をさしてい

るという。このような転換は1990年代末ごろか

ら盛んになった。

しかしスポーツ・コーチがマネジメント・

コーチへ転換する土台はそれ以前から出来上

がっていた。1960年代ごろにはすでにマネジメ

ントにおけるコーチングが，研究対象となって

いた。そのことに関してもParsloeら（2009）

は，BlanchardとHarseyのモデルの例を提示し

て述べている 3 ）。図 1 はマネジャーに求められ

る「場面的リーダーシップ」をモデル化したも

のである。

これはビジネス側が，特にリーダーシップを

発揮する場面でコーチングの効果的な手法を求

めていたということを表している。部下に対し

直接的に支援のできるリーダーに求められるの

が，まさにコーチングの能力である。このこと

からもコーチングのノウハウをすでに体得して

いるスポーツ選手をビジネス界が必要としてい

たことは容易に想像できよう。スポーツ界とビ

ジネス界の思惑が一致し，スポーツ選手がビジ

ネス・マネジメントの場に新たな活躍の場を見

出すこととなったと考えられる。

2 － 2 ．メンタリングの登場
一方，メンタリングについてであるが，そも

そもメンタリングの発祥の地は米国とされてい

る 4 ）。特に企業の人材育成としてのメンタリン

グは，1970年代後半，アメリカにおいて経営組

織を中心にメンタリング研究が始まったことに

ある。1980年代になると，メンタリングの複雑

な諸相に迫ろうと研究がさらに盛んになった 5 ）。

その後，英語圏を中心にメンタリングは世界的

に広まっていった。なお，日本に導入されたの

は1990年代初頭と推測される。

特に英国においてメンタリングが盛んに取り

入れられるようになったのは，1997年の保守党

から労働党への政権交代後からである。労働党

政権は青少年の雇用問題に関してメンタリング

を積極的に取り入れたため，メンタリングに関

する組織や活動が急速に普及した 6 ）。

以後，労働党政権下という同時代において，

コーチングとメンタリングはともに利益と活躍

の場を見出し，相互に関係しながら発展してい

くことになった。

メンタリングとコーチングの相違点について，

Parsloeら（2009）の理論をもとに以下に述べ

図 ₁　Blanchard�&Hersey＇s「場面的リーダーシップモデル」

高

低
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たい。メンタリングがコーチングと最も相違を

示しているのは，メンタリングはコーチングと

比べ，「多様なコンテクストや環境の中で用い

られる」7 ）ことであると述べている。メンタリ

ングが行われるそのコンテクストとは，次のよ

うなものである。

▪　ビジネスとビジネス

経済再生を目的，大企業のメンターが中小

企業に対して行う

▪　ビジネスと企業

若手起業家を育成する目的のメンターが存

在する企業

▪　英国政府による支援

若手起業家育成などのプログラムに対し助

成金が支払われる

▪　コミュニティ・プロジェクト

特別な支援が必要な者に対し，コミュニ

ティが支援する

▪　ビジネスと教育

企業人がボランティアで学校現場に出向き，

教師や生徒ともに作業を行う

▪　卒業生と在校生

卒業生が在校生に対して，卒業までの支援

を行う

コーチングとメンタリングは非常に類似の概

念であるが，コーチングとメンタリングの根本

的な違いは，「共働」の概念が含まれるかどう

かにある。つまりコーチングは，対象者と指導

者がともに分析や計画，そして実行，評価を

行っていくのに対し，メンタリングは決して対

象者と「ともに」実践的な行動をとることはし

ない。メンターの役割は，対象者に対して「寄

り添うこと」であり，対象者がより計画を実行

しやすくするためのアドバイスをすること，つ

まり対象者が自己責任で行うことに対して「手

出し」はしないのである。

2 － 3 ．メンタリングとコーチングの融合
英国において1997年以降のメンタリング政策

および1990年代後半に盛んになった「スポー

ツ・コーチからカリスマ・マネジメント・コー

チへ」という転向の流れが合致し，登場したの

がコーチングを活用したメンタリング，つまり

「コーチ・メンタリング（Coach-Mentoring）」

である。いわばコーチングを活用したメンタ

リングである。一般的に「コーチ・メンタリン

グ」と呼ばれるもののプロセスには，次の 4 段

階がある，とParsloeらは述べている 8 ）。

1 ．自覚のための分析

2 ．自己責任のための計画設計

3 ． スタイル，テクニック，スキルを用いて

実践

4 ．業績と学習内容を評価

一方，従来の「メンタリング」は次の 4 段階

をとるという 9 ）。

1  ． パ ー ソ ナ ル・ ラ ー ニ ン グ・ プ ラ ン

（PLP）を承認

2 ．自己学習マネジメントの奨励

3 ．PLP実行をサポート

4 ．業績評価の補助

以上のことからも，英国においてはすでに

「メンタリング」「コーチング」は分離された概

念ではなくなりつつある。ともに利点を活用し

状況に応じてその活用を融合し、あるいは使い

分けていると考えられる。

次にメンタリング，コーチングがどのように

その活用を使い分けているか，検討を加えたい。
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3  ．コミュニティにおけるコーチング
とメンタリング

これまで述べてきたコーチングやメンタリン

グは主に企業やビジネスをモデルにしたもので

ある。ここから述べるメンタリングとコーチン

グは，それらとは一線を画す。つまり，ビジネ

スにおいてはコーチ，メンターは企業内にあっ

てその役割に応じた報酬が支払われている。一

方，ここで述べるコミュニティで活躍するコー

チ，メンターは基本的にはボランティアであり，

報酬はない。これらボランティアで行われてい

るコーチング，メンタリングに着目し，それぞ

れの違いについて検討したい。

3 － 1 ．ライフ・コーチ
「ライフ・コーチ（Life Coach）」がいつごろ

から活用されるようになったのか，その言葉自

体，登場した年代は不明である。しかしながら，

1950年代には非常に盛んに使用されていたこと

が確認されている10）。ライフ・コーチの特徴は，

一般的なマネジメントに関連したコーチのよう

にビジネス的な要素が全く含まれていないこと

にある。つまり，企業内でマネジメントに関す

るコーチングではなく，個人がさらによりよい

生活を送るためのコーチングである。典型的な

ライフ・コーチは次のようなコンテクストで語

られているという11）。それは一人の人が人生の

上で解決すべき問題に直面した場合である。以

下，そのような局面でのライフ・コーチの役割

を述べる。

▪　信頼と自尊心

人は多かれ少なかれ社会集団の中で尊敬され

たい，あるいは新たな友人関係を築いていきた

いという思いがあるものである。しかし，それ

らの願望が達成されにくい人物は自尊心や自己

肯定感が低い傾向にある。ライフ・コーチング

はこれらの消極的な思考や自己不信に陥って

いる人物に対し効果を示す。これらを対象とし

た場合，コーチは座談会やスピーチ，プレゼン

テーションなどの実践的な活動が効果的とされ

ている。

▪　キャリア転向

組織の中にあって，意見の食い違いや仕事内

容への不満があった場合，多数派の意見に従う

べきか，独自にビジネスを立ち上げるかをライ

フ・コーチに意見を求めることがある。このよ

うな悩みは同じ組織の人間には相談しにくく，

外部のライフ・コーチに客観的な意見を求める

ことで，組織内の葛藤を再検討することができ

業績と学習
を評価

スキル等を
用いて実践

自己責任の
ための計画

自覚のため
の分析

図 2　コーチ・メンタリングの 4段階

業績評価
の補助 PLPの

サポート

自己学習
マネジメン
トの奨励PLPの承認

図 3　メンタリングの 4段階
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る。

▪　人間関係

パートナーや家庭内の人間関係において，問

題を抱えていたりジレンマに陥っていたりする

人が対象となる。また人生設計や新たな人生の

挑戦を始めようとする場合にも，ライフ・コー

チに客観的な意見を求めることで実現の可能性

を検討することに役立つ。特にこの内容は企業

を中心としたビジネスやマネジメントのコーチ

では対応できない内容でもあり，ライフ・コー

チの得意分野の一つでもある。

▪　夢と向上心

ある程度の就労期間を経ると，大成したい，

蓄えを増やしたいなどの願望も芽生え，そのた

めの努力をするようになってくるものも出てく

る。あるいは向上心のある人物は自己の努力の

成果を考えると「もっといい生活になっている

べきだ」あるいは「このままここにいてもこれ

以上の成功は望めない」などの考えに至る。そ

の場合新たな目標や方向性を見出すための手助

けになり，ビジネス・コーチやマネジャーに相

談しにくいこともライフ・コーチであれば相談

することができる。

▪　人生設計

規則や規律を設定することに非常に効果を発

揮する。たとえば，家庭内の財務管理などがこ

の文脈に含まれている。収入の予算内で生活を

すること，貯蓄を増やして出費を減らすことな

ど，将来の人生設計をする上でも個人の収支を

マネジメントすることは必要であり，それらの

アドバイスも含めてライフ・コーチは個人の人

生設計の支援を行っていく。

▪　健康

現代人の多くが体重管理やシェイプアップ，

あるいは健康問題には関心があろう。そのため

には健康的な食事のコントロールも重要なこと

の 1 つではあるが，そのほかにも禁煙を勧めた

り，ストレスレスな生活環境を整えることを推

奨したり，食事以外においてもライフ・コーチ

はアドバイスをしていく。つまりワーク・アン

ド・ライフバランスを効果的に実行することを

勧めることもライフ・コーチが担っていること

の 1 つである。

3 － 2 ．コミュニティ・メンター
一方，ライフ・コーチに非常に類似した活動

を行うメンタリングに「コミュニティ・メン

ター」がある。これもビジネスやマネジメント

との概念は一切含まれていない支援の方法であ

る。コミュニティ・メンターは 4 種類の異なる

形式（フォーム）があり，これらはその目的に

よって違ってくる。以下にその4種類のフォー

ムを説明する12）。

▪　Befriending：支援すること

この概念は通常，形式的な社会支援のための

ボランティア的な役割を説明する際に使用され

ることが多い。コミュニティにおいては，他者

との信頼関係を初期段階に築くことが重要に

なってくる。しかし現代社会においては孤立状

態で他者とほとんどかかわりを持たないものも

少なくない。そのためコミュニティ・メンター

は孤立状態から脱却できるような支援を行って

いくのである。まずは対象者と信頼関係を深め

ることから始まり，対象者がコミュニティ活動

に参加できるようになることを目標にメンタリ

ングを進めていく。

▪ 　Employment mentoring：雇用のためのメ

ンタリング

学校へ進学する学力や能力がないと認められ

た生徒に対し，雇用の機会を提供することが目
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的のメンタリングである。主に英国の公的な学

力試験において，A～C評価が通常の評価基準

であるのに対し，D以下の評価しか得られない

生徒がこの対象となる。このタイプのメンタリ

ングは，地元の企業でボランティアを行わせる

ことから始まる。学校機関においてこのような

いわゆるボーダーラインに位置する生徒に自信

を持たせ，さらに地元企業からは，生徒が将来

のために得ておくべき知識を与え，雇用の機会

を提供することを目的としている。

▪　Positive action：ポジティブ・アクション

このフォームのターゲットは，迫害されてい

るとみなされたマイノリティ・グループである。

主に黒人やアジアのエスニック・コミュニティ

に属する青少年を対象としている。またこれは

伝統的な男性優位社会の構造の中にいる女性も

含まれている。このフォームにおけるメンタリ

ングの焦点となるのは，メンターが対象者の障

害となっていることを取り除き，社会へ積極的

に参加させることにある。

▪　Social inclusion：社会参加

このフォームにおけるメンタリングの対象は，

社会に不満があるとみなされた人々，あるいは

いわゆる社会からの「はみだし者」である。こ

のタイプの青少年は，学校や職場との関係を

絶っている場合が多く，すでに犯罪に手を染め

ているものも少なくない。このタイプのメンタ

リングの目的は，若者を再び教育の場や雇用環

境の中に戻すことにある。

3 － 3 ．ラーニング・メンター
同様にコミュニティを中心として活躍するメ

ンターに「ラーニング・メンター」がある。こ

れは上記のライフ・コーチやコミュニティ・メ

ンターとは違い，ボランティアではなく，雇用

されているメンターであり，報酬がある。これ

は1999年の英国政府による「Ecellence in Citis

（EiC）」政策において登場した新しいタイプの

メンターである。

そもそもラーニング・メンターは1993年に始

まった「ビジネス-教育連携」にあるが，この

当時はまだボランティア・セクションによって

行われていた。これが正規の教育システムの中

に組み込まれたのは1999年のことである。

先にも述べたとおり，1990年以降盛んになる

メンタリングの流れを受け，当時の教育大臣は

「ラーニング・メンター」を学校に設置するこ

とを発表した。またEiCとは，都心部が抱える

教育的課題に対しとられた政策である。英国の

都心部には主にエスニック・マイノリティや英

語を母語としない家族が多数居住している。そ

のことは，子どもたちが十分な教育が受けられ

ない，反社会的行動をとる，学習についていけ

ない，といった課題を包含していた。さらに両

親も低所得者層が多く，ゆえに子どもたちも恵

まれた労働条件のもとでの就業は難しく，低所

得による教育格差が広がるという悪循環に陥っ

ていた。これに対処すべく政府は，2001年に2

億ポンド，2002年にはさらに 3 億ポンドの予算

を計上し，EiCプログラムを実行するにいたっ

た。その間，1300校の中学校と3600校の小学校

がプログラムの対象となった。

このEiCの中心となる政策の 1 つがラーニ

ング・メンターの配置である。2005年当時で

は 1 万2000人のラーニング・メンターが小中

学校で雇用された13）。その後EiC関連の政策

は「Children’s Workforce」へと引き継がれ，そ

の実行担当は「the new Children’s Workforce 

Development Counci l（CWDC）」となっ

た。ラーニング・メンターはEiCに引き続き，
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Children’s Workforceにおいても雇用され活動

を行った。2005年に発表された英国政府発行の

政策書である緑書「Every Child Matter」にお

いてもChildren’s Workforceは重要な政策とし

て取り上げられており，特にラーニング・メン

ターの活躍が非常に高く評価されている。

ではラーニング・メンターの活動内容はいか

なるものなのか。Parsloeらをもとに次に述べ

る14）。

▪　 既存の教師によるサービスの補足をし，特

に生徒指導に関するサービスを提供する。

その他，学校以外の場所で，生徒とその家

族に対しても支援を行い，社会参加を促し

たり，学習環境を整えさせたりする。

▪　 生徒や若者たちの人間関係性を重視し，エ

スニック・マイノリティで形成されている

社会的エリア，特に貧困層に対して支援を

行っていくことに焦点を当てる。これらの

若者で形成されている集団が社会的に不利

な状況に陥るような条件を排除し，支援す

る。

▪　 ターゲットのエリアが標準的な環境へと変

化していくと，不登校や学校から排除され

る青少年が減少してくるが，その過程の中

でさらに学校や地域教育担当者との連携を

とり支援を深めていく。

▪　 青少年への学習の機会を提供してくれる機

関とのパートナーシップを構築する。共に

働き，青少年のサービスをより向上させ，

レベルアップを図る。

3 － ₄ ．�コミュニティにおけるコーチング
とメンタリング

以上のことから，Parsloeらは，コミュニ

ティで活動するコーチングおよびメンタリング

に関して，次の 4 段階のプロセスがあると結論

付けている15）。

1 .　理解と自覚の促進

2 ．行動への動機づけ

3 ．計画を支援

4 ．モメンタムのレビューと継続

さらに，Parsloeらは，「専門的・ビジネス・

コーチング」，「企業内・有資格者によるメンタ

リング」，「コミュニティ・メンタリング」とし

て分類し，それぞれを次の表 1 ようにまとめて

いる。以上のことをもとに，コーチ・メンタリ

ングを図 4 ・ 5 の概念図としてまとめている。

表 ₁　コーチングとメンタリングの概略的モデル16）
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4 ．まとめと考察

以上，Parsloeらの理論をもとに，英国にお

けるコーチングとメンタリングの現状とその考

え方について述べてきた。英国において，コー

チングやメンタリングはその活用の中心となる

場所が企業やマネジメントであったが，コミュ

ニティへとその活用の場が広がっている。もち

ろん，マネジメントでの活用が衰退したわけで

はなく，現在もなお継続し発展していることは

言うまでもない。しかし，それ以上に，英国に

おいては抱えている社会的問題が大きく，それ

に対しコーチングやメンタリングの効果が期待

され，また事実，十分な成果を上げている。

しかしこれらの社会的問題は決して英国に

限ったことではなく，近年日本においても同様

の課題が山積している。例えば経済格差と教育

格差，子どもたちの貧困と反社会的行動，ある

いは若者の就労支援などを見れば，決して対岸

の火事ではない。

本稿ではコミュニティで活動するコーチやメ

ンターについて述べたが，その活動目的は手法

こそ違っているものの，コミュニティの属して

いる人たちの幸福を追求するための支援である。

地域社会の人間関係が希薄になっている現代に

おいて，コミュニティで活躍するメンターや

コーチは今後ますます必要とされるであろう。

転じてこのようなコミュニティに関する日

本の近年の取り組みには「ソーシャル・ワー

カー」があげられる。同様に学校には「スクー

ル・ソーシャル・ワーカー」が導入されはじめ，

これはラーニング・メンターと共通する点も見

られる。しかし，現時点においては，それらが

十分に機能し，一定の効果を上げているとは考

えがたい。

以上のことから，今後は日本におけるコミュ

ニティ支援としてソーシャル・ワーカーにも着

目し，メンタリング，コーチングの手法をもと

に社会支援の在り方を検討していきたいと考え

ている。

注

1 ）久保正秋（2006）「コーチング」，(社)日本体育学会
監修『最新スポーツ科学事典』，平凡社，p319

2 ）Eric Parsloe and Melville Leedham (2009) , 
Coaching and Mentoring 2nd edition, p.5

3 ）Parsloe and Leedham (2009), p.4 
4 ）渡辺かよ子（2009） 『メンタリング・プログラム　

地域・企業・学校の連携による次世代育成』，川島
書店,　p26

経験内容の
振り返り

実行へ
動かす

責任能力の
許容

自覚の促進

図 5　コーチ・メンタリングの過程

モメンタム
のレビュー
と継続 計画を支援

行動への
動機づけ

理解と自覚
の促進

図 4　�コミュニティ・コーチ・メンタ
リングの 4段階



84

5 ）Kram K E (1988), MENTROING AT WORK: 
Developmental Relationships in Organizational 
Life, 渡辺直登，伊藤知子訳（2003）『メンタリング
会社の中の発達支援関係』，白桃書房，pⅰ

6 ）Miller, A. (2002), MENTORING students & young 
people, Kogan, p13

7 ）Parsloe and Leedham (2009), p.26
8 ）Parsloe and Leedham (2009), p.22
9 ）Parsloe and Leedham (2009), p.29

10）Parsloe and Leedham (2009), p39
11）Parsloe and Leedham (2009), p40
12）Parsloe and Leedham (2009), p46
13）Parsloe and Leedham (2009), p50
14）Parsloe and Leedham (2009), p51
15）Parsloe and Leedham (2009), p54
16）Parsloe and Leedham (2009), p58　をもとに筆者作

成


